
(57)【要約】

【課題】ディスプレーサとシリンダの間の螺旋状のガス

流路を簡単に形成する。

【解決手段】ディスプレーサ１６の外周面に螺旋状の溝

３２、５０、６０を形成し、該溝にシール部材４０、５

２を挿入することによって、シール部材間に螺旋状のガ

ス流路１４を２次的に形成する。

【選択図】　　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
シ リ ン ダ 内 を 摺 動 す る デ ィ ス プ レ ー サ と 該 シ リ ン ダ の 間 に 、 螺 旋 状 の ガ ス 流 路 が 形 成 さ れ
た 極 低 温 冷 凍 機 に お い て 、
前 記 デ ィ ス プ レ ー サ の 外 周 面 に 形 成 さ れ た 螺 旋 状 の 溝 と 、
該 溝 に 挿 入 さ れ た シ ー ル 部 材 と を 有 し 、
該 シ ー ル 部 材 に よ っ て 螺 旋 状 の ガ ス 流 路 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 極 低 温 冷 凍 機
。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 デ ィ ス プ レ ー サ と シ リ ン ダ の 熱 膨 張 率 が 、 ほ ぼ 同 じ で あ る こ と を 特 徴 と す る 極 低 温 冷
凍 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 シ リ ン ダ 内 を 摺 動 す る デ ィ ス プ レ ー サ と 該 シ リ ン ダ の 間 に 、 螺 旋 状 の ガ ス 流 路
が 形 成 さ れ た 極 低 温 冷 凍 機 に 係 り 、 特 に 、 最 低 到 達 温 度 が ４ Ｋ 以 下 で あ る ギ フ ォ ー ド ・ マ
ク マ ホ ン ・ サ イ ク ル 冷 凍 機 （ ４ Ｋ － Ｇ Ｍ 冷 凍 機 と 称 す る ） に 用 い る の に 好 適 な 、 デ ィ ス プ
レ ー サ と シ リ ン ダ の 間 の 螺 旋 状 の ガ ス 流 路 を 容 易 に 形 成 す る こ と が 可 能 な 極 低 温 冷 凍 機 に
関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
ヘ リ ウ ム 等 の ガ ス 冷 媒 を 用 い 、 蓄 冷 材 を 収 容 し た 蓄 冷 器 を 有 す る 蓄 冷 器 式 の 極 低 温 冷 凍 機
と し て 、 Ｇ Ｍ 冷 凍 機 や ス タ ー リ ン グ サ イ ク ル 冷 凍 機 等 が 知 ら れ て い る 。 こ の 蓄 冷 器 式 の 極
低 温 冷 凍 機 の 中 に 、 特 許 文 献 １ 、 特 許 文 献 ２ 、 特 許 文 献 ３ に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 図 １
に 示 す 如 く 、 シ リ ン ダ １ ２ 内 を 摺 動 す る 、 内 部 の ガ ス 流 路 ２ ０ に 蓄 冷 材 １ ８ が 充 填 さ れ た
デ ィ ス プ レ ー サ １ ６ と 、 該 デ ィ ス プ レ ー サ １ ６ と シ リ ン ダ １ ２ の 間 に 形 成 さ れ た 、 螺 旋 状
の ガ ス 流 路 １ ４ を 有 す る も の が あ る 。 図 に お い て 、 ２ ２ は 、 シ リ ン ダ １ ２ 内 の 膨 張 空 間 で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な デ ィ ス プ レ ー サ １ ６ に お い て 、 前 記 螺 旋 状 の ガ ス 流 路 １ ４ は 、 特 許 文 献 ３ に 記
載 さ れ て い る よ う に 、 図 ２ に 示 す 如 く 、 従 来 、 機 械 加 工 に よ っ て 溝 ２ ４ が 形 成 さ れ 、 そ の
外 側 に 例 え ば 耐 磨 耗 性 樹 脂 か ら な る コ ー テ ィ ン グ 部 材 ２ ６ が 形 成 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ７ － ３ ２ ４ ８ ３ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ４ ６ ３ ３ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ９ ２ ０ ２ ２ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 機 械 加 工 の み で 螺 旋 状 ガ ス 流 路 １ ４ を 形 成 す る 際 に 、 十 分 な 断 面 を 確 保 す
る た め に は 深 く 機 械 加 工 し な け れ ば な ら ず 、 加 工 に 時 間 が か か り 、 コ ス ト が か か る と い う
問 題 点 を 有 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 前 記 従 来 の 問 題 点 を 解 消 す る べ く な さ れ た も の で 、 デ ィ ス プ レ ー サ と シ リ ン ダ
間 の 螺 旋 状 の ガ ス 流 路 を 容 易 に 形 成 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 シ リ ン ダ 内 を 摺 動 す る デ ィ ス プ レ ー サ と 該 シ リ ン ダ の 間 に 、 螺 旋 状 の ガ ス 流 路
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が 形 成 さ れ た 極 低 温 冷 凍 機 に お い て 、 前 記 デ ィ ス プ レ ー サ の 外 周 面 に 形 成 さ れ た 螺 旋 状 の
溝 と 、 該 溝 に 挿 入 さ れ た シ ー ル 部 材 と を 有 し 、 該 シ ー ル 部 材 に よ っ て 螺 旋 状 の ガ ス 流 路 が
形 成 す る よ う に し て 、 前 記 課 題 を 解 決 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
又 、 前 記 デ ィ ス プ レ ー サ と シ リ ン ダ の 熱 膨 張 率 を 、 ほ ぼ 同 じ と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 は 、 図 ３ （ デ ィ ス プ レ ー サ 詳 細 図 ） 、 図 ４ （ シ リ ン ダ に 組 込 ん だ 状
態 の 全 体 概 略 図 ） 及 び 図 ５ （ 図 ４ の Ｖ 部 拡 大 図 ） に 示 す 如 く 、 例 え ば ２ 段 デ ィ ス プ レ ー サ
１ ６ を 構 成 す る 筒 状 部 材 ３ ０ の 外 周 面 に 、 図 ５ に 詳 細 に 示 す 如 く 断 面 が 矩 形 の 角 溝 ３ ２ を
形 成 し 、 該 角 溝 ３ ２ に 、 耐 磨 耗 性 を 有 す る 、 断 面 が 略 矩 形 の シ ー ル 部 材 ４ ０ を 固 定 し た も
の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ れ に よ り 、 シ ー ル 部 材 ４ ０ の 間 に ２ 次 的 に 螺 旋 状 の ガ ス 流 路 １ ４ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
前 記 筒 状 部 材 ３ ０ は 、 例 え ば シ リ ン ダ １ ２ と 同 一 の 材 料 （ 例 え ば ス テ ン レ ス 又 は 樹 脂 材 料
） 、 あ る い は 、 シ リ ン ダ １ ２ の 材 料 と 熱 膨 張 率 が 、 ほ ぼ 等 し い 樹 脂 材 料 で 形 成 さ れ る 。 こ
れ に よ り 温 度 変 化 に か か わ ら ず 、 シ リ ン ダ 内 周 面 と デ ィ ス プ レ ー サ 外 周 面 と の す き ま を 小
さ く 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
前 記 シ ー ル 部 材 ４ ０ と し て は 、 例 え ば ふ っ 素 樹 脂 を 用 い る こ と が で き る 。 該 シ ー ル 部 材 ４
０ の 両 端 は 、 例 え ば 接 着 や 、 角 溝 ３ ２ の 両 端 に 形 成 し た 小 さ め の 穴 に 先 端 を 差 し 込 む こ と
に よ っ て 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 に お い て 、 ３ ４ は 、 筒 状 部 材 ３ ０ の 側 面 に 形 成 さ れ た 、 ガ ス 流 路 を 構 成 す る 開 口 、 ４ ２
は フ ェ ル ト 栓 、 ４ ４ は 全 網 、 ４ ６ は 、 蓄 冷 材 １ ８ を 固 定 す る た め の 、 前 記 筒 状 部 状 ３ ０ の
両 端 と 縲 合 す る 蓋 部 材 、 ４ ８ は 、 高 温 側 の 蓋 部 材 に 形 成 さ れ た ガ ス 流 路 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
他 の 点 に つ い て は 前 記 従 来 例 と 同 様 で あ る の で 、 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
な お 、 前 記 第 １ 実 施 形 態 に お い て は 、 デ ィ ス プ レ ー サ １ ６ の 外 周 面 に 角 溝 ３ ２ が 形 成 さ れ
、 そ の 中 に 断 面 が 略 矩 形 の シ ー ル 部 材 ４ ０ が 挿 入 さ れ て い た が 、 溝 や シ ー ル 部 材 の 形 状 は
こ れ に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 図 ６ （ 全 体 概 略 図 ） 及 び 図 ７ （ 図 ６ の Ｖ Ｉ Ｉ 部 拡 大 図 ） に 示
す 第 ２ 実 施 形 態 の よ う に 、 断 面 が 三 角 形 の 三 角 溝 ５ ０ の 中 に 、 断 面 が 円 形 の シ ー ル 部 材 ５
２ を 挿 入 し た り 、 あ る い は 、 図 ８ （ 全 体 概 略 図 ） 及 び 図 ９ （ 図 ８ の Ｉ Ｘ 部 拡 大 図 ） に 示 す
第 ３ 実 施 形 態 の よ う に 、 断 面 が 半 円 形 の 丸 溝 ６ ０ の 中 に 、 第 ２ 実 施 形 態 と 同 じ く 、 断 面 が
円 形 の シ ー ル 部 材 ５ ２ を 挿 入 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 実 施 形 態 は 、 特 に ４ Ｋ － Ｇ Ｍ 冷 凍 機 に 用 い る の に 好 適 で あ る が 、 本 発 明 の 適 用 対 象 は こ
れ に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば ス タ ー リ ン グ サ イ ク ル 冷 凍 機 等 、 他 の 蓄 冷 器 式 冷 凍 機 に も 同 様 に
用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 デ ィ ス プ レ ー サ と シ リ ン ダ 間 の 螺 旋 状 の ガ ス 流 路 を 容 易 に 形 成 す る こ と
が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 出 願 人 が 特 開 平 ７ － ３ ２ ４ ８ ３ １ で 提 案 し た 従 来 の 極 低 温 冷 凍 機 の 蓄 冷 器 の 構 成
を 示 す 断 面 図
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【 図 ２ 】 図 １ の Ｉ Ｉ 部 拡 大 断 面 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の デ ィ ス プ レ ー サ の 具 体 的 構 成 を 示 す 断 面 図
【 図 ４ 】 同 じ く シ リ ン ダ に 組 込 ん だ 状 態 の 全 体 概 略 図
【 図 ５ 】 図 ４ の Ｖ 部 拡 大 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 構 成 を 示 す 全 体 概 略 図
【 図 ７ 】 図 ６ の Ｖ Ｉ Ｉ 部 拡 大 図
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 構 成 を 示 す 全 体 概 略 図
【 図 ９ 】 図 ８ の Ｉ Ｘ 部 拡 大 図
【 符 号 の 説 明 】
１ ２ … シ リ ン ダ
１ ４ 、 ２ ０ 、 ４ ８ … ガ ス 流 路
１ ６ … デ ィ ス プ レ ー サ
１ ８ … 蓄 冷 材
３ ０ … 筒 状 部 材
３ ２ … 角 溝
４ ０ 、 ５ ２ … シ ー ル 部 材
５ ０ … 三 角 溝
６ ０ … 丸 溝
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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